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　令和２年度が始まり、1週間が経ってから新型コロナウィルス感染防止のため休園や自粛登所が
続きました。5月18日から幼稚園が再開し、毎日子ども達は元気いっぱい遊び、たくさんの学びを
経験しています。感染症防止対策に十分気をつけながら園生活を過ごしていますが、乳児や園児に
とっては三密（密閉・密集・密接）を避けるのはなかなか難しいことです。しかし、子ども達から
も、「濃厚接触はだめ」や「フィジカル・ディスタンス」という言葉が聞かれ、新しい生活様式で
間隔をとりながら活動することが習慣づいてきています。

保育所・幼稚園だより

ともだちといっしょに！ ふしぎはっけん！

これは何ていう虫かな？

毎日の「げんきアップタイム」

「ちょっと触ってみるね！」 泡遊びからケーキ作りへ

みてみて！

長いシャボン玉が

できたよ。
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国 民 年 金  こ  ん  な と き は 届 出 を

【 ６０歳までの被保険者の加入や種別変更などの届出 】

【６５歳からの年金受給の申請・届出】

＜国民年金加入者は３種類＞
　第１号被保険者：農林業者、自営業者とその家族、学生、無職の人など
　第２号被保険者：厚生年金保険の被保険者
　第３号被保険者：第２号被保険者に扶養されている配偶者

■　住民課　国民年金係　　☎６３－０３２１　（内線１６５）

こ ん な と き  変更後の
被保険者種別 届　出　先

２０歳に
なった人

学生、自営業、無職などである 第１号
被保険者 天川村役場

厚生年金保険や共済組合等に加入している
配偶者に扶養されている

第３号
被保険者 配偶者の勤務先

現在第１号
被保険者の人 

就職して厚生年金保険や共済組合等に加入
した

第２号
被保険者 勤務先

結婚や減収等で厚生年金保険や共済組合に加
入している配偶者に扶養されるようになった

第３号
被保険者 配偶者の勤務先

 現在第２号
被保険者の人

会社を退職した（※離職日のわかる退職証
明書が必要）

第１号
被保険者 天川村役場

退職して厚生年金保険や共済組合等に加入
している配偶者に扶養されるようになった

第３号
被保険者 配偶者の勤務先

 現在第３号
被保険者の人

増収や離婚等で配偶者に扶養されなくなった

 第１号
被保険者  天川村役場

配偶者が厚生年金保険や共済組合等に加入
していた会社を退職した（※）

配偶者が６５歳になり、第２号被保険者で
なくなった

就職して厚生年金保険や共済組合等に加入
した

第２号
被保険者 勤務先

配偶者が転職等で加入する年金制度が変わ
った

第３号
被保険者

 配偶者の
新しい勤務先

加入年金制度 提　出　先

６５歳になった人

老齢基礎年金裁定請求書を提出 国民年金のみ 天川村役場

老齢厚生年金裁定請求書を提出 厚生年金のみ 大和高田年金事務所

老齢基礎・厚生年金裁定請求書を提出 両方ある人 大和高田年金事務所
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天川村地域おこし協力隊だより　㊷

　こんにちは 洞川にあるシェアオフィス西友担当の安大（あんだい）です。
　天川村に来て早いもので２年半が経ち、地域おこし協力隊の任期も残り半年となりまし
た。
　任期終了後も天川村で過ごしていこうと考えていて、そのための準備も行っています。そ
こに子育てが加わり毎日忙しくもあり楽しい日々を過ごしています。
　これまで西友の運営以外にも村内での行事やイベントの撮影をしていたりしますが、今年
はコロナの影響で行事やイベントも中止となり村民の方々と出会う数は減っているかもしれ
ません。そんな中でも協力隊と商工会との連携事業などが動き出し、今まで関わりの少なか
った方々とも接する機会が増えていたり、周辺の地域の協力隊と一緒になって月一で制作し
ているテレビ番組が村内放送でも流れるようになるなど、お目にかかる機会が増えていたり
するのでまたどこかで見かけた時は気軽に声かけていただければ嬉しいです。

　地域おこし協力隊の中山です。今月から天川村の公式SNS 担当になりました！今後の天
川村を世界に発信していきたいと思います！観光情報だけでなく、鮮やかな自然風景やちょ
っと笑える珍事件など、楽しい記事を求めてこれからも村内を走り回って取材をし続けたい
と思います！そして是非フォローお願いします。

天川村の公式SNS 担当になりました

Twitter	 ▶　@tenkawa_vill
Face book	▶　奈良県　天川村情報局　　　是非チェックお願いします！
instagram	▶　 tenkawa_photo

SNS アイコン Face book ヘッダー
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「洞川温泉、ナイトタイム創出環境整備事業」が完了しました。

「天川村新型コロナ対策・観光関連事業者向け応援金」受付中！！

　洞川地区の南之町は「奈良交通洞川温泉バス停」や「洞川温泉」等がある洞川地区の入口に位置
しますが、旅館街との街並みに統一感が無く、特に夜間における観光客の動きが街明かりのある旅
館街の中で完結してしまう傾向にあるため、洞川温泉街並みづくり南之町実行委員会（代表者　増
谷英樹さん）を組織し、洞川温泉を訪れ宿泊する観光客が広く歩き回ることで、滞在中の観光消費
を増やそうという目的の「洞川温泉、ナイトタイム創出環境整備事業」に取り組まれました。
　この事業は、本年度の「天川むらづくり応援事業」に採択され、去る６月16日に事業完了をお祝
いする点灯式が行われました。来賓として招待された車谷村長から「この度の新型コロナウイルス
により観光事業は大変な打撃を受けておられ大変であると思います。観光客はいずれ帰って来ます
ので、その時この街明かりを生かした取り組みを皆さんの知恵と力で生かして下さい。」という観
光事業者の皆さんを励ます旨の祝辞を述べられました。

☆申請期限　→　令和３年１月15日 
☆申 請 先　→　天川村地域政策課
　申請には条件があります。詳しくは下記までお問い合わせください
☆お問い合わせ先　→　天川村商工会　（☎６３－０８１８）
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天川村創生第２期総合戦略を策定しました
　国においては2014年に「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、国と地方が一体になって地方創生
を実現するため、各自治体が総合戦略を策定することとなりました。第１期計画期間終了を迎えるに
当たり、この間に計画・実行した結果にもとづく評価・改善により、新たに「天川村創生第２期総合
戦略」を策定しました。
　この戦略によって、さらに効果的に人口減少と地域経済縮小の悪循環を克服し、地域の活性化に向
けての好循環を確立することをめざします。

　村の３つの地区づくりの方向性にもとづいて、新しい人の流れがそれぞれの地区の成長を促すよう
に図ります。
◦ �洞川地区は、コンパクトな人口の集積地区で、主要な観光地でもあります。伝統文化を保全しながら

個性的で魅力ある観光・商業環境の整備を図り、温泉での保養・休養機能や観光機能を充実し、都市
との交流の活発化を図っています。そこで、本村の農林水産業の６次産業化による特産品づくりとの
連携による観光産業の活性化に取り組みます。また、若者の定住やＵＩターンに向けて、空き店舗等
を利用して、事業者を育成しながら商業を活性化する小規模な新規出店等の支援に取り組みます。

　観光との連携による農林水産業の６次産業化と魅力ある観光地づくり

　空き家の活用によるＵＩターンの促進

地域に根ざした仕事による安定した雇用の創出

天川村への新しい人の流れの支援

数値目標　　被雇用者数の増加：５年間で10人増加
　　　　　　観光来訪者数：５年間で10％増加

数値目標　　転出者数と同数の転入者数

◦ �農林水産業と観光業との連携により、共に成長するように図ります。農林業は、地産地消を基盤と
して生産・加工業を立ち上げ、新鮮で安全な野菜・山菜等食材や加工食品を観光者に提供します。
また、「ご当地名物」となる特産品づくりに取り組み、農林業が観光業とともに活性化し、本村の
人気やにぎわいが増すように図ります。

◦ �本村は、大峯山岳信仰の聖地として、「癒し」をテーマとする観光地づくりを進めてきています。
そこで、本村に伝えられた薬草・薬木など「癒し」の農林産物を見直し、保健・養生など高齢者の
大きなニーズに応える薬草特産品づくりとその６次産業化にも取り組みます。

　 �さらに、農林業の６次産業化として、ＩＴ活用や外商による広域への販路拡大を図り、地域に根ざ
した仕事による安定した雇用の創出に取り組みます。

◦ �観光については、テーマ性、ストーリー性をもった個性のある観光コースの設定により、自然や歴
史文化の魅力増大に取り組みます。

　 ��そのコースのひとつ、世界遺産の二大霊場である大峯と高野を結ぶ「大峯高野街道すずかけの道」
には、随所に弘法大師にまつわる多くの伝承が残されており、この観光ルート化を図ります。

❖  施策の基本方向
（１）観光との連携による農林水産業の６次産業化
（２）テーマ性、ストーリー性をもった魅力ある観光地づくり　
（３）木材・間伐材利用の促進と、再生可能エネルギー利用の推進　
（４）起業、第二創業等の支援

基本目標１　＜しごとづくり＞

基本目標２　＜ひとの流れ＞
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◦ �中央地区は、幹線道路整備の進行に伴って大淀町への自動車での所要時間が約40分となり、通勤可
能な圏域が拡大しています。この地区には、村役場、山村開発センターをはじめとする公的施設を
集積し、南日裏周辺には、保健・医療・福祉機能の充実を図っています。そこで、人口流出の抑制
と、都市部から転入するＵＩターンの促進に向けて、魅力ある居住地づくり、空き家の活用による
住宅整備などを進めます。

◦ �西部地区は、小規模な集落が散在し、公共性のある施設としては、和田郵便局、ふるさとセンター
「つどい」があるのに留まったことから、小拠点づくりに向けての「てんかわ天和の里」を整備し
ました。高齢化と人口流出が続き、拠点となる人口集積が失われてきているため、若者の定住やＵ
Ｉターンを促進し、人口減少に伴う生活諸機能の低下の防止を図ります。

❖  施策の基本方向
（１）新規雇用の創出や村外での就業支援による定住の促進
（２）移住相談窓口によるＵＩターンの促進と交流人口の増加
（３）教育機関との連携による地域との結びつきを深める教育

　 基本的な目標は、「天川村子ども・子育て支援事業計画」をふまえて次の３点とします。
◦ �結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援を実現するとともに、子どもや子育て家庭の多様な

ニーズに応えること。
◦ 子どもを守り育む視点のもとに、子どもの未来を育む環境づくりをめざすこと。
◦ 社会全体で子どもの育ちや子育てを支えて応援する地域づくりをめざすこと。

❖  施策の基本方向
（１）出会いと結婚の支援
（２）妊娠前から出産後の母子の健康確保
（３）子育て支援の充実
（４）社会全体で子育て世帯を支援する仕組みの構築

◦ �本村の集落は、寺社の門前に形成されたまち、巡礼の往来を支えたまち、四季折々の行楽、物見遊
山の拠点としてのまちなど、背景に歴史的な構造をもっており、歴史のまちとしての資質を備えて
います。それぞれの地区の歴史的個性を活かした地区づくりを進めます。

◦ �長期的な地区の将来人口を見据え、地区の生活基盤の機能を維持できるよう、歴史的個性を活かせ
る関係人口の増加にも取り組みながら、まちづくり、ふるさとづくりを進めます。

❖  施策の基本方向
（１）歴史的景観を活かした観光のまちづくり
（２）行政と民間との協働による推進
（３）移動ニーズに対応する交通手段の整備

　子育て支援の充実

　地区の歴史的個性を活かしたまちづくり

若い世代の結婚・妊娠・出産・子育て希望の実現

地区の小拠点づくり、ふるさとづくり

数値目標　　０～４歳人口の減少率０％

数値目標　　地区への観光来訪者：４年間で10％増加

基本目標３　＜結婚・妊娠・出産・子育て＞

基本目標４　＜まちづくり＞
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　第18回は、天河大辨財天社の薬師如来坐像と光遍寺の七高僧御影について、説明します。

【薬師如来坐像】
　本像は天河大辨財天社伽

が

藍
らん

の中、薬師堂の本尊である。
　本尊は明治初めの廃

はいぶつ

仏棄
きしゃく

釈以来、民家に長らく保存されて
いたが、昭和五十六年十二月、薬師堂の復興と共に同堂に安
置されるようになった。
　薬師像の存在は室町期にすでに見られており、木彫り、彩色、
保存状態もよく室町後期の作が濃厚と考えられる。

　　※ 伽
が

藍
らん

・・・僧侶が集まり修行する清浄な場所。
　　※ 廃

はいぶつ

仏棄
きしゃく

釈・・・仏教寺院・仏像・経
きょうかん

巻を破
は き

毀し、
　　　 　　　　　　　仏教を廃することを指す。

【七高僧御影】
　インド・中国・日本における浄土教の先徳高僧七人
（龍

りゅうじゅ

樹菩
ぼ さ つ

薩・天
てん

親
じん

菩
ぼ

薩
さつ

・曇
どんらん

鸞大
たい

師
し

・導
どうしゃく

綽禅
ぜん

師
じ

・善
ぜんどう

導大
たい

師
し

・
源
げんしん

信僧
そう

都
ず

・源
げん

空
くう

聖
しょうにん

人）を上から順に配す。
　真宗寺院で用いられる通規のスタイルである。
　各像の肩部分に黒と金で枠をとり、中を白で塗った銘

めい

札
さつ

が
付けられており、像主銘が木版印刷されている。
　表具裏には木版印刷された裏書が貼付されており、聖徳太
子御影とともに授与（寛永七年頃）されたものとわかる。

「　　　　　　 　寺釈推如（花押）
　　　　　　　　　　　　　　　朞　　月　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願主釈」

裏書の内容

天川村の文化財天川村の文化財天川村の文化財 第18回 ～薬師如来坐像・
　　　　七高僧御影 ～
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天川村国民健康保険からのお知らせ

ジェネリック医薬品を上手に活用しましょう

　「ジェネリック医薬品」は新薬（先発医薬品）の特許期間が満了した後に発売される、

同じ有効成分を使用した、品質・効能・安全性等が同等で低価格な医薬品のことです。

　お薬をジェネリック医薬品に切り替えることで、お薬にかかる費用を抑えることがで

きます。利用促進について、ご理解・ご協力をお願い致します。

★ジェネリック医薬品へ切り替えるには

※注意点
　全てのお薬にジェネリック医薬品があるわけではありませんので、希望された場合で

も、切り替えられないことがあります。

■お問合せ　住民課　国保・税務係　☎６３－０３２１

・医師や薬剤師へジェネリック医薬

品を希望することを伝えます

・意思表示として、保険証やおくすり手帳に

ジェネリック医薬品希望シールを貼ります

ジェネリック医薬品を希望します
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　危険物安全週間は、平成2年に消防庁により制定され、毎年6月の第2週に実施されてい
ます。本年は『訓練で　確かな信頼　積み重ね』を推進標語に掲げ、６月７日から６月
13日までの７日間を危険物安全週間とし、危険物の保安に対する意識の高揚及び啓発を
全国的に推進しました。
　火災の約70%は失火（過失から火災をおこすこと）によるもので、その多くは火気の
取り扱いの不注意や不始末から発生しています。危険物安全週間にとどまらず、日ごろか
らの心がけが重要です。

　危険物は、普段何気なく使っている品物の中にも、数多く含まれています。
　例えば、『自動車・石油ストーブなどの燃料（ガソリン、軽油、灯油）』
　『化粧品や油性塗料などの原料（アルコール、シンナーなど）』
　『花火に使われている火薬（硫黄など）』があります。
　これらの家庭内における危険物は、たとえ少量でも使用方法を誤ると、火災や爆発など
の危険がありますので、十分に注意して取り扱うことが必要です。

（危険物の性質）
・�ガソリンは、可燃性蒸気が発生しやすく、低い温度でも火がつくため、電気火花等のち
ょっとした火源にも注意が必要です。
・�ヘアースプレーや殺虫剤などは、高温になる暖房器具の前などに置くと爆発する危険が
あります。

（保管のポイント）
・容器やふたが破損していないか確認する。
・容器のふたを確実に閉める。
・高温になる場所に置かない。
・子供の手の届かないところに置く。
・保管量は必要最小限にする。
・使用中は火気厳禁とし、定期的に換気を行う。

　意外と身近な危険物

防災 てんかわ
第90回
◆ 令和２年度危険物安全週間 ◆

身近にある危険物をより安全に使用するためにも危険物に対する知識を身につけ、不注
意による火災や事故を起こさないように、気を引き締めて使用することが大切です。
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　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次
第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　熱中症の発生は７～８月がピークになります。特に今年は、自粛生活で暑さにからだが慣れていな
いため、熱中症の危険が高くなっています。
　また、高齢者は熱中症にかかりやすい傾向がありますので、十分注意して下さい。

＊なぜ今年は熱中症の危険が高いのか？
○自粛生活で暑さにからだが慣れていない
　 ⇒人ごみを避けた散歩や、室内で運動しましょう。

○マスクのために水分不足になりやすい
　 ⇒意識的にこまめに水分をとる。
脱水気味のときは経口補水液をとりましょう。

○日中に涼しい場所や施設などに行きにくい
　 ⇒エアコンや扇風機を上手に使い、暑いと感じる場所にいない。

＊こんな症状があったら熱中症を疑いましょう！
　めまい、立ちくらみは熱中症以外の症状の場合もありますが、特に夏場は熱中症になりやすい時期
でもあるため、早めに対処しましょう。

　特にこの数年は猛暑の日が続いており、熱中症の危険性が高くなっています。一人ひとりが、熱中
症予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配り、予防
を呼びかけ合って、熱中症を防ぎましょう！

軽い症状 やや重い症状 重い症状

★めまいや立ちくらみ
★汗がどんどん出る
★筋肉のけいれん
（こむらがえりなど）

★だるい（倦怠感）
★頭痛
★吐き気やおう吐

★意識がない
★言動がおかしい
★ふらふらしている
★体温が高い
★ひきつけを起こす

≪対処方法≫
●急いで水分補給
●涼しいところで安静に
　症状が回復しないときは
　医療機関へ

≪対処方法≫
●救急車を呼ぶなど、
　すぐに医療機関へ
●可能なかぎり応急処置
　を行う。

熱中症にご注意を！

発達相談のご案内

日　　程 会　　場

７月10日（金） ほほえみポート天川　２階

保 健 事 業 の お 知 ら せ

意識がない、
反応がおかしいとき
１１９番通報！！
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（海の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（スポーツの日）

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　７月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 木	 診　　察	 検 査 日		  不　燃

	 17	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 18	 土		

	 19	 日		

	 20	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 21	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 22	 水	 整形（松村医師）	 診察（西尾医師）		  資源２

	 23	 木		

	 24	 金		

	 25	 土		

	 26	 日		

	 27	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 28	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 29	 水	 整形（松村医師）	 診察（西尾医師）		

	 30	 木	 診　　察	 検 査 日		  不　燃

	 31	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

見える所に貼り、ご活用下さい。

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　７月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 水	 整形（松村医師）	 診察（西尾医師）		

	 2	 木	 診　　察	 検 査 日		  不　燃

	 3	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 4	 土

	 5	 日

	 6	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 7	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 8	 水	 整形（松村医師）	 診察（西尾医師）		

	 9	 木	 診　　察	 検 査 日		  資源２

	 10	 金	 診　　察	 診　　察	 発達相談	 燃　焼

	 11	 土	

	 12	 日	

	 13	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 14	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 15	 水	 整形（松村医師）	 診察（西尾医師）

＊　医師不在時は投薬できません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。
＊　水曜午前の診察は整形外科専門診療です。
＊　診察を受けずに投薬はできません。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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＊生活の中での熱中症予防
　熱中症の半数以上は屋内でおきています。家庭でできる予防を取り入れていきましょう。

　感染拡大を防ぐためには、一人ひとりの心がけが大切になってきます。
　今後再び感染が拡大しないためにも、引き続き感染予防対策を行っていきましょう。

　＊手洗い･･･帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手洗いを行いましょう。
　＊咳エチケット･･･くしゃみや咳が出るときはマスクを着用し、マスクがない
　　　　　　　　　　ときは、ティッシュなどで鼻と口を覆いましょう。
　＊不要不急の外出は避け、やむを得ず外出する際はマスクを着用しましょう。
　＊３つの『密』を避けましょう
　　感染リスクが高まる「密閉」「密集」「密接」を避けましょう。

～新型コロナウイルス感染症の相談窓口～

専 用 窓 口 電 話 番 号 対 応 時 間

奈 良 県 庁 ０７４２－２７－８５６１ 平日・土日祝　８：３０～１７：１５

吉野保健所 ０７４７－５２－０５５１ 平日　８：３０～１７：１５

【こまめな水分補給】
　★夜間や就寝前に水分を補給しましょう。
　★定期的にコップ１杯程度の水分をとりましょう。
　　汗をかいた時は塩分を一緒にとることができるスポーツ
　　ドリンクも効果的です。

【栄養もしっかりと】
　★夏バテを防ぐたんぱく質、ビタミンB1、ビタミンC、ミネラル、クエン酸を
　　しっかりとりましょう。
　　たんぱく質：肉、魚、卵、大豆製品など
　　ビタミンB1：豚肉、豆腐、味噌など
　　ビタミンC：果物、ピーマン、ブロッコリーなど
　　ミネラル：野菜、果物、海藻、きのこなど
　　クエン酸：梅干、お酢、レモン、グレープフルーツなど

【暑さに負けないからだづくり】
　★しっかりと睡眠をとりましょう。
　★睡眠不足で体調が悪いときは、暑い日中の外出や運動は
　　避けましょう。

【室内温度の管理】
　★扇風機やエアコンなどを使って室温を２８℃以下に
　　するのがベストです。

新型コロナウイルス感染拡大を防ぎましょう

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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　自分が所有している山林でも、伐採する場合は、事前に「伐採及び伐採後の造林の
届出書」を役場に提出する必要があります。

　売買・相続・贈与等で、新たに森林の土地の所有者となった場合、「森林の土地の所有
者届出書」を役場に提出する必要があります。

　山林の所有者が変更となるとき、または伐採をするときには、所定の様式により届出
を行ってください。
　「伐採及び伐採後の造林の届出書」と「森林の土地の所有者届出書」については役場
森林政策課にてお渡しいたします。

お問合わせ先 ： 森林政策課　☎６３－０３２１（内線１３０，１３１）

対 象 者 森 林 所 有 者

対象となる森林
地域森林計画の対象となっている民有林で、保安林、保安施設
地区を除いたもの

届出時期
伐採を始める日の90日から30日前までの間です。
ただし、森林経営計画に基づいた伐採の場合には、事後の届出とな
ります。

提出書類
①伐採及び伐採後の造林の届出書
②伐採の位置を示す図面

対 象 者
売買や相続、贈与、法人の合併などにより、林地を新たに取得
した方（個人や法人は関係ありません）

届出時期 所有者となった日から90日以内

提出書類

①森林の土地の所有者届出書
②取得したことが分かる書類
  （登記事項証明書(写し可)または土地の売買契約書　など）
③土地の位置を示す図面

森林の所有・伐採には届出が必要です。

伐採及び伐採後の造林の届出制度

森林の土地の所有者届出制度
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　本年７月10日（金）から全国の法務局で、自筆証書遺言書保管制度の利用を開始します。御自身の
財産を御家族へ確実に託す方法の一つとして、自筆証書遺言に係る遺言書を検討されるに当たって
は、本制度を是非御活用ください。

【本制度の特徴】
・�遺言書の原本を法務局が預かります（遺言書の紛失・亡失、相続人等による遺言書の廃棄・隠
蔽・改ざんのおそれがありません。）。
・�相続開始後は、相続人等が自分を相続人又は受遺者等又は遺言書執行者等とする遺言書が保管
されているか否かの確認ができます。
・�相続開始後は、相続人等は遺言書の内容について閲覧、証明書の交付を請求することができま
す。
・�相続人等が証明書交付を受けたり、遺言書を閲覧した場合には、その他の全ての相続人等へ遺
言書を保管されている旨の通知をします。
・本制度で保管されている遺言書は、家庭裁判所における検認手続が不要となります。
・遺言書の保管の申請には、１通につき手数料３，９００円が必要です。

【留意事項】
・本制度が利用できる遺言書は、御自身で作成する自筆証書に係る遺言書のみです。
・遺言書の作成に関して、法務局職員が御相談に応じることはできません。
・�法務局において行っていただく全ての手続については、事前予約制となっています（予約方法
については下記お問合せ先を御確認ください）。
・遺言書保管の申請手続は、必ず遺言書本人が法務局へ来ていただく必要があります。

【本制度のお問合せ先】
・ホームページによるお問合せ
　　制度に関する概要
　　（ＵＲＬ）http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html
　　※ 法務省 遺言書保管制度 で検索ください。

　　申請手続の事前予約（※７月１日以降）
　　（ＵＲＬ）http://www.legal-ab.moj.go.jp/houmu.home-t/
　　※ 法務省 手続案内予約  で検索ください。

・電話によるお問合せ（法務局（遺言書保管所））
　奈良地方法務局供託課　　ＴＥＬ：０７４２－２３－５４５６
　奈良地方法務局五條支局　ＴＥＬ：０７４７－２２－２４８４

預けて安心！
自筆証書遺言書保管制度

～本年７月10日（金）から全国の法務局で利用開始～
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お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　
７
月
３
日
（
金
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　
７
月
14
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中

止
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

試
験
日
・
試
験
会
場

第
１
次
試
験

・
教
養
試
験
・
論
（
作
）
文
試
験

　
９
月
20
日
（
日
）

・
体
力
試
験
・
口
述
試
験

　

�

10
月
10
日
（
土
）
、
11
日
（
日
）
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

採
用
予
定
人
数

・
警
察
官
（
大
卒
区
分
）

　

男
性
56
人
程
度
、
女
性
７
人
程
度

・
警
察
官
（
大
卒
区
分
以
外
）

　

男
性
29
人
程
度
、
女
性
４
人
程
度

受
験
資
格

・
大
卒
区
分

　

�

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
又
は
令
和
３

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

・
大
卒
区
分
以
外

　

右
記
大
卒
区
分
以
外
の
人

受
付
期
間

・
郵
送
（
簡
易
書
留
）
・
持
参
の
場
合

　
令
和
２
年
７
月
３
日（
金
）～
８
月
21
日（
金
）

※�

持
参
に
よ
る
場
合
は
７
月
３
日
（
金
）
～

８
月
21
日
（
金
）
の
期
間
内
で
平
日
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前

９
時
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後
５
時
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で
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奈
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県
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察

本
部
警
務
課
採
用
係
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参
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物

を
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付
け
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す

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　

�

令
和
２
年
７
月
３
日（
金
）～
８
月
17
日（
月
）

※
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

そ
の
他

　

�

上
記
以
外
に
、
特
別
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分
（
「
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Ａ
」

「
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道
Ｂ
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「
サ
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ー
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」
）
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よ
る
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
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「
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問
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わ
せ
先
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込

先
」
ま
で
お
問
い
合
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せ
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だ
さ
い

お
問
合
わ
せ
先
・
受
験
申
込
先

　

〒
６
３
０
︱
８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
８
０
番
地

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

☎
０
１
２
０
︱
３
５
１
︱
２
０
４

　

放
送
大
学
で
は
２
０
２
０
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
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代
か
ら
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代
の
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

　

�

第
１
回　

２
０
２
０
年
６
月
10
日
（
水
）

～
２
０
２
０
年
８
月
31
日
（
月
）

　

�

第
２
回　

２
０
２
０
年
９
月
１
日
（
火
）

～
２
０
２
０
年
９
月
15
日
（
火
）

出
願
資
格

　

①�
満
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら

学
習
す
る
選
科
、
科
目
等
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

や
自
己
実
現
な
ど
、
生
涯
学
習
を
目
指

せ
ま
す
。

　

②�

満
18
歳
以
上
で
高
校
卒
業
等
の
大
学
入

学
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
書
類
選
考

で
大
学
卒
業
を
目
指
す
全
科
目
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

　

③�

高
校
卒
業
等
の
大
学
入
試
資
格
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
、
①
で
所
定
の
16
単
位

以
上
を
修
得
し
満
18
歳
以
上
に
な
れ

ば
、
上
記
②
の
大
学
卒
業
を
目
指
す
全

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
が
で
き
ま

す
。

　

※�

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
ぶ
意

欲
が
必
要
で
す
。

出
願
方
法

　

郵
送
ま
た
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
問
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
︱
20
︱
７
８
７
０ 

　

「
奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
（
奈
良
県
委

託
事
業
）
」
の
ご
登
録
者
に
、
県
内
の
公

立
・
私
立
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
等
、
保
育
・
子
育
て
に
関
わ

る
お
仕
事
を
ご
紹
介
で
き
ま
す
。

　

「
保
育
退
職
後
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
、
資
格

は
あ
る
が
未
経
験
、
子
育
て
中
で
子
ど
も
と
の

時
間
を
大
切
に
し
て
働
き
た
い
、
無
資
格
か
ら

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
、
あ
な
た
の
希
望
に
合

っ
た
様
々
な
働
き
方
を
選
べ
ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
、
就
職
相
談
か
ら
採
用
ま
で
を
丁
寧
に

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
（
す
べ
て
無
料
）

予
約
必
要

予
約
必
要

　�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　�

令
和
２
年
度
警
察
官
採
用
試
験

情
報

　�

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　�

私
ら
し
く
保
育
子
育
て
の
仕
事

を
し
た
い
方
を
応
援
し
ま
す
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お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク

　

☎
０
７
４
４
︱
29
︱
０
１
６
０

　

本
年
７
月
10
日
（
金
）
か
ら
全
国
の
法
務

局
で
自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度
に
利
用
を
開

始
し
ま
す
。
御
自
身
の
財
産
を
御
家
族
へ
確

実
に
託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
御
自
身
で
作

成
す
る
自
筆
証
書
遺
言
に
係
る
遺
言
書
を
検

討
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
制
度
を
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
お
問
合
わ
せ

　

制
度
に
関
す
る
概
要

　

�http://w
w
w
.m
oji.go.jp/M

IN
JI/

m
inji03_00051.htm

l

※�

法
務
省　

遺
言
書
保
管
制
度
で
検
索
く
だ

さ
い
。

申
請
手
続
の
事
前
予
約
（
※
７
月
１
日
以
降
）

　

�http://www.legalab.m
oj.go.jp/houm

u.
hom
e-t/

※�

法
務
局　

手
続
案
内
予
約
で
検
索
く
だ
さ

い
。

・�

電
話
に
よ
る
お
問
合
わ
せ
（
法
務
局
（
遺

言
書
保
管
所
）
）

　

奈
良
県
地
方
法
務
局
供
託
課

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
５
４
５
６

　

奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
２
４
８
４

　

夏
が
近
づ
く
と
、
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て

い
て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
体
か

ら
熱
が
逃
げ
に
く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
熱
中
症
を
し
っ
か
り
予
防
し
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

《
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

◆
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　

（
温
度
計
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
）

◆�

室
温
は
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ

ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆�
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を

◆�
外
出
の
際
は
体
を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い

服
装
で
、
日
よ
け
対
策
も
忘
れ
ず
に

◆
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を

　

（
睡
眠
時
間
も
十
分
に
）

◆�

日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と

体
力
作
り
を

　

夏
は
、
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
ま
す
が
、

取
り
扱
い
上
の
不
注
意
か
ら
毎
年
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
思
い
出
に
す
る
た
め
に

も
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

　

②�

周
り
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
か
確
認

す
る

　

③�

水
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
て
確
実
に
火
を
消
す

　

④
風
の
強
い
日
は
し
な
い

火
災
・
救
急
は
１
１
９

付
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

下
市
分
署

　

http://www.naraksk119.jp/

１　
募
集
期
間

　

令
和
２
年
７
月
１
日
～
７
月
31
日

２　
応
募
資
格

　

①
奈
良
県
在
住
の
成
人
（
70
歳
未
満
）

　

②
性
別
、
職
業
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

③�

被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積

極
的
に
参
加
で
き
る
方

３　

�

書
類
選
考
等
の
上
、
養
成
講
座
を
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４　

�

応
募
方
法
は
、
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
０
７
４
２
︱
26
︱
６
９
３
５

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

① ② ③ ④

　�
あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を
法

務
局
が
守
り
ま
す

　�

熱
中
症
を
予
防
し
て
元
気
な
夏

を
　�

火
遊
び
・
花
火
に
よ
る
火
災
の

防
止

　�

第
14
期
　
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
に
つ
い
て

善 意 銀 行
金、１００,０００円

村民のひとり  様
（何かの役にたててください）

ありがとうございました
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令
和
元
年
第
二
回
天
川
村
議
会
定
例
会

が
、
六
月
十
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し

た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
三
日
ま
で
の

四
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可

決
等
あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

～
条
例
に
つ
い
て
～

◇�

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
村
税
に
係
る

各
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
軽
減
対

象
世
帯
及
び
課
税
限
度
額
等
に
つ
い
て
所

要
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
第
二
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

◇�

天
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▽�

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
低

所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
に
係
る
規

定
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
税
の
徴
収
猶
予

の
特
例
等
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

～
予
算
に
つ
い
て
～　

◇�

令
和
元
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

三
，
〇
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

二
，
三
五
七
，
八
〇
〇
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

一
四
七
，
〇
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
二
，
四
七
四
，
〇
〇
〇
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

報
告
事
項

◇�

令
和
元
年
度
天
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▽�

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業
を
含

む
十
〇
事
業
、
一
五
八
，
八
七
二
千
円
の

繰
り
越
し
報
告
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

可
決
事
項

～
条
例
に
つ
い
て
～

◇�

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▽�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
影
響
を
重
く
受
け
止
め
、
コ

ロ
ナ
対
策
へ
の
財
源
に
充
て
る
た
め
特
別

職
の
給
与
の
一
部
に
つ
い
て
減
額
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽�

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
引
用

す
る
条
項
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し

た
被
保
険
者
等
に
係
る
傷
病
手
当
金
の
支

給
に
つ
い
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し

た
被
保
険
者
等
に
係
る
傷
病
手
当
金
の
支

給
に
つ
い
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

▽�

洞
川
定
住
促
進
住
宅
の
完
成
に
伴
い
、
入

居
資
格
や
家
賃
等
に
つ
い
て
規
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
▽�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
影
響
を
重
く
受
け
止
め
、
コ

ロ
ナ
対
策
へ
の
財
源
に
充
て
る
た
め
議
員

報
酬
の
一
部
に
つ
い
て
減
額
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
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～
予
算
に
つ
い
て
～

◇�
令
和
二
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▽�
六
二
，
〇
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
五
三
六
，
〇
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

つ
い
て

▽�

二
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
三
二
，
八
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
直
進

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

つ
い
て

▽�

一
，
九
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
一
二
，
七
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

二
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
九
五
，

六
〇
〇
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天
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固
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。
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の
詳
細
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つ
き
ま
し
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、
今
後
、
広
報
誌
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無
線
放
送
に
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お
知
ら
せ
さ
せ
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い
た
だ

き
ま
す
。
天
川
村
の
将
来
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決
め
る
貴
重
な

１
票
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な
さ
ん
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ろ
っ
て
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し
ま
し
ょ

う
。

投
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日

　

令
和
２
年
11
月
29
日（
日
）

告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

　

令
和
２
年
11
月
24
日（
火
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

　

令
和
２
年
10
月
27
日（
火
）

　

13
時
30
分
～

場
所

　

�

天
川
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　

大
ホ
ー
ル

天
川
村
選
挙
管
理
委
員
会
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◆◆◆ 開 催 要 項 ◆◆◆
　地域に密着した福祉人材の確保を目的として、福祉職場への就職希望者を対象に、福祉関係事業所
からのプレゼンテーションや面談会の開催等により、福祉の仕事に関する理解の普及と就業の促進を
図ります。

◆開催一覧◆
 

※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、対面式面談会が開催できない場合は、WEB
合同説明会に変更となる可能性があります。

◆主　催◆　奈良県、社会福祉法人　奈良県社会福祉協議会　福祉人材センター
　　　　　　橿原市大久保町３２０－１１　県社会福祉総合センター内

◆後　援◆　奈良公共職業安定所（人材確保対策コーナー設置ハローワーク）
（予　定）　大和高田公共職業安定所（人材確保対策コーナー設置ハローワーク）

◆対象者◆　＊令和３年３月卒業予定の大学・短大・専門学校生等で福祉職場に就職希望の方
　　　　　　＊福祉の仕事に就職または転職希望の方　＊福祉の仕事に関心のある方

◆内　容◆　①WEB合同説明会：「Zoomミーティング」を使用した福祉施設、事業所等の説明会
（予　定）　②対面式座談会：福祉施設、事業所等との面談会
　　　　　　　　　　　　　 　福祉のお仕事相談、ハローワーク相談コーナー

◆求人者参加方法等◆　＊別途参加要領による
　　　　　　　　　　　（参加負担金の額は別表のとおり。支払方法は決定通知の際に連絡します。）
　　　　　　　　　　　　申込は１法人につき１開催日のみ　※申し込み多数の場合は抽選で決定

◆求職者参加方法等◆　①WEB合同説明会：事前申込必要
　　　　　　　　　　　②対面式座談会　 ：当日申込可能。
　　　　　　　　　　　①②共通：参加費、履歴書などは不要。入退場は自由。

開催日 時　間 参加
対象

参加
法人数 会　場

①WEB
合同

説明会

第１回 ７月12日（日） 10：00～14：45 認証
法人 10 県社会福祉総合

センター３階
福祉人材センター内

スペース
第２回 ８月 8日（土） 9：30～15：30 全法人 15
第３回 ９月13日（日） 9：30～15：30 全法人 15

②対面式
座談会

第４回 10月14日（水） 11：00～16：00 全法人 10 イオンモール大和郡山
１階北大路コート

第５回 12月 2日（水） 11：00～16：00 全法人 10 イオンモール橿原
１階サンシャインコート

【令和２年度奈良県委託　福祉・介護人材マッチング機能強化事業】

地域別福祉の就職フェア２０２０
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　天川村では、犯罪被害者の権利・
利益の保護を図るため、犯罪被害者
等支援条例を施行（令和２年３月13
日）しております。
　この条例は、犯罪被害者等が平穏
な生活を営むことができる地域社会
の実現を資することを目的としてい
ます。

　条例を施行したことに伴い、吉野警察
署ならびに公益社団法人なら犯罪被害者
支援センターと連携協力し、犯罪被害者
等へ適切な支援を行うことを目的とした
「犯罪被害者等支援の連携協力に関する
協定」を令和２年６月１日付けで締結し
ました。

○　�新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、年度更新期間について令和２年
８月31日まで延長することといたしました。

○　�また、新型コロナウイルス感染症の影響により、事業に係る収入に相当の減
少があった事業主の方にあっては、申請により、労働保険料等の納付を、１
年間猶予することができます。

○　�労働保険の年度更新は管轄の都道府県労働局や労働基準監督署への郵送又は
電子申請でも受け付けており、直接窓口に出向くことなく申告することが可
能です。

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

労働保険のお知らせ
令和2年度　労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新期間は、

６月１日月 ～８月31日 月 です。

写真は、協定締結のため来庁されました
（左）吉野警察副署長　柿内　氏
（右）公益社団法人なら犯罪被害者支援センター　東元　氏

犯罪被害者等支援の連携協力に関する協定の締結について
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,352人（±０）	 男　644人（±０）	 女　708人（±０）	 世帯数　662戸（－１）

27.98トン	　前月比：111.16％　	前年同月比： 76.14％ 3.61トン	　前月比： 48.46％　	前年同月比： 71.34％

5.72トン	　前月比：119.92％　	前年同月比： 88.82％ 4.30トン	　前月比： 96.20％　	前年同月比：127.22％

広報で紹介して欲しい村内の各地区のイベント・行事等がありましたら、お気軽に役場広報係までご連絡ください
役場　広報係　☎６３－０３２１

左から）大淀町長、松本院長、中川企業長、下市町長、大淀議長、天川村長、川上議長、東吉野議長

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

　
医
療
従
事
者
の
方
々
へ

　
　
応
援
金
を
お
届
け
し
ま
し
た

　吉野郡町村会及び吉野郡議長会において、新型コロナウイルス

感染症対策のため最前線で昼夜問わず活躍されている南奈良総合

医療センターの医療従事者の皆様へ応援金をお届けしました。


